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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
白
銀
ノ
騎
士

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
８
７
８
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
ル
エ
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
白
銀
の
騎
士
を
目
指
す
３
人
。
　
そ
の
た
び
に
待
ち
受
け
る
恐
怖
と
は
。
。
。

。
。
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第
１
話
　
白
銀
の
騎
士
の
由
来

？
？
？
「
炎
那
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
、
早
い
じ
ゃ
ん
、
そ
ん
な
急
が
な
く
た
っ
て
い

え
ん
な

い
だ
ろ
？
」

炎
那
「
横
臥
お
め
ぇ
が
遅
い
だ
け
だ
よ
！
」

お
う
が

？
？
？
「
ほ
ん
と
、
な
さ
け
な
い
わ
！
」

横
臥
「
う
る
さ
い
な
ぁ
！
美
貴
」

み
き

俺
た
ち
、
　
横
臥
　
炎
那
　
美
貴
　
は
旅
を
し
て
い
る
、
も
ち
ろ
ん
、
馬
も
い

る
３
匹
と
も
　
旅
を
し
て
い
る
理
由
は
、
有
名
な
　
白
銀
の
騎
士
に
な
る
た
め

だ
。
　
と
い
っ
て
も
、
騎
士
だ
っ
て
、
３
人
だ
け
な
ん
だ
。
　
な
ん
で
、
３
人

か
と
い
う
と
。
。
。
。

話
は
長
く
な
る
け
ど
ね
。

こ
の
白
銀
の
騎
士
は
、
と
あ
る
昔
、
横
臥
達
の
出
身
地
、
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
に
、

ジ
ン
オ
ウ
ガ
、
と
い
う
、
世
界
で
最
強
の
敵
が
来
る
の
だ
。
　
こ
い
つ
が
来
る

の
は
、
５
年
に
１
回
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
、
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
に
、
ジ
ン
オ
ウ

ガ
を
倒
せ
る
奴
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
唯
一
ジ
ン
オ
ウ
ガ
を
追
い
出
せ
る
の

は
、
生
贄
を
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
ジ
ン
オ
ウ
ガ
は
酷
い
ヤ
ツ
で
、
生
き
た
ま
ん

ま
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
ら
し
い
。
罰
せ
ら
れ
た
ヤ
ツ
で
も
足
り
な
い
か
ら
、
村
の

結
婚
を
し
て
い
な
い
、
老
人
、
若
者
。
。
。
。
そ
れ
で
も
足
り
な
け
れ
ば
、
親

な
ど
を
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
親
を
失
っ
た
子
供
は
さ
ぞ
悲
し
か
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
横
臥
達
も
そ
の
中
だ
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、
あ
る
時
、
テ
ィ

ル
コ
ネ
イ
ル
で
育
ち
、
修
行
に
出
て
い
た
３
人
が
い
た
。
そ
の
人
達
の
名
前
は
、

　
カ
ザ
ー
ロ
　
レ
ム
ク
レ
イ
ス
　
シ
ル
ニ
ア
　
だ
。

テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
の
住
民
は
、
そ
の
３
人
を
、
勝
手
に
希
望
の
光
だ
と
思
っ
て
、

そ
の
３
人
に
、
ジ
ン
オ
ウ
ガ
討
伐
を
依
頼
し
た
の
だ
。
３
人
は
そ
の
話
を
詳
し

く
聞
く
と
、
心
を
痛
ま
せ
た
。
そ
し
て
、
毎
日
特
訓
を
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
３
人
が
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
１
年
た
つ
と
、
ジ
ン
オ
ウ
ガ
が
や
っ
て
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く
る
日
が
来
た
。

３
人
は
、
住
民
を
、
森
に
避
難
さ
せ
た
。
　
そ
し
て
、
ジ
ン
オ
ウ
ガ
が
や
っ
て

き
た
。

ジ
ン
オ
ウ
ガ
「
お
い
、
生
贄
は
ど
う
し
た
？
」

カ
ザ
ー
ロ
「
い
ね
え
よ
！
、
こ
の
ク
ソ
豚
め
！
」

ジ
ン
オ
ウ
ガ
「
ほ
う
、
お
前
、
俺
様
に
挑
発
し
て
る
の
か
？
、
い
っ
そ
の
こ
と
、

お
前
を
食
っ
た
ほ
う
が
ま
し
か
？
」

レ
ム
ク
レ
イ
ス
「
ク
ソ
な
野
郎
だ
ぜ
、
シ
ル
ニ
ア
、
援
護
よ
ろ
し
く
！
」

シ
ル
ニ
ア
「
レ
ム
ク
レ
イ
ス
も
が
ん
ば
れ
よ
な
！
」

レ
ム
ク
レ
イ
ス
と
カ
ザ
ー
ロ
は
、
大
剣
を
振
り
回
し
た
。

カ
ザ
ー
ロ
「
お
ら
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

シ
ル
ニ
ア
は
、
弓
で
ジ
ン
オ
ウ
ガ
の
目
を
狙
い
、
打
っ
た
り
、
口
を
打
っ
た
り

し
て
い
た
。

カ
ザ
ー
ロ
「
い
く
ぜ
！
シ
ル
ニ
ア
、
レ
ム
ク
レ
イ
ス
！
デ
ス
ク
ロ
ニ
ク
ル
ズ
！
」

シ
ル
ニ
ア
、
レ
ム
ク
レ
イ
ス
「
お
う
！
！
！
！
」

ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン

１
瞬
、
目
の
前
は
、
光
で
包
ま
れ
て
い
た
。

森
に
い
た
住
民
た
ち
に
も
、
こ
の
音
は
響
い
た

住
民
「
何
だ
こ
の
音
？
」

ド
ス
ン
！

ジ
ン
オ
ウ
ガ
「
く
そ
っ
、
こ
ん
な
ヤ
ツ
に
た
お
さ
れ
る
な
ん
て
、
う
っ
」

シ
ル
ニ
ア
「
ざ
ま
み
ろ
！
」

レ
ム
ク
レ
イ
ス
「
食
わ
れ
た
み
ん
な
の
復
習
だ
！
」

カ
ザ
ー
ロ
「
へ
っ
！
」

そ
し
て
、
カ
ザ
ー
ロ
た
ち
は
、
森
に
い
た
住
民
を
町
に
つ
れ
て
き
た
。
　
こ
の

と
き
横
臥
た
ち
は
、
１
０
歳
だ
っ
た
。

横
臥
「
す
ご
い
！
」

炎
那
「
こ
れ
さ
、
剥
ぎ
取
れ
ば
、
町
の
何
か
に
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

美
貴
「
そ
う
だ
ね
！
」

そ
し
て
、
住
民
た
ち
は
、
ジ
ン
オ
ウ
ガ
の
角
な
ど
を
取
り
、
農
場
な
ど
に
役
立
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て
た
。

そ
う
し
て
、
　
カ
ザ
ー
ロ
　
レ
ム
ク
レ
イ
ス
　
シ
ル
ニ
ア
　
は
、
白
銀
の
騎
士

　
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

え
？
な
ぜ
白
銀
の
騎
士
か
っ
て
？
、
そ
れ
は
、
こ
の
３
人
は
、
白
銀
一
式
の
装

備
だ
っ
た
か
ら
さ
。

と
ま
ぁ
、
そ
れ
か
ら
あ
れ
こ
れ
、
１
０
年
た
っ
て
、
ま
だ
１
０
歳
だ
っ
た
横
臥

達
は
、
白
銀
の
騎
士
を
、
夢
見
て
い
た
。

炎
那
「
ま
ぁ
、
思
い
出
し
て
み
る
と
、
す
ご
い
よ
な
。
白
銀
の
騎
士
」

美
貴
「
う
ん
、
最
強
と
い
わ
れ
た
、
ジ
ン
オ
ウ
ガ
を
倒
し
た
も
の
ね
」

横
臥
「
が
ん
ば
ろ
う
！
、
白
銀
の
騎
士
に
な
る
ん
だ
！
、
俺
た
ち
は
！
」

炎
那
「
お
う
！
」

美
貴
「
う
ん
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
続
く
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第
２
話
　
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
と
言
う
都
市
　
そ
し
て
、
１
人
の
子
供

炎
那
「
横
臥
、
美
貴
、
あ
れ
見
ろ
よ
」

美
貴
「
町
、
か
し
ら
？
」

横
臥
「
結
構
に
ぎ
わ
っ
て
る
な
」

横
臥
た
ち
が
見
た
の
は
、
露
店
や
ワ
ゴ
ン
で
に
ぎ
わ
っ
て
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

美
貴
「
あ
れ
、
兵
士
が
い
る
わ
」

横
臥
「
本
当
だ
な
」

兵
士
「
お
前
達
、
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
だ
？
」

炎
那
「
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
で
す
」

兵
士
「
テ
ィ
、
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
！
？
、
あ
の
、
白
銀
の
騎
士
と
言
わ
れ
る
英

雄
が
い
る
と
こ
ろ
か
？
」

美
貴
「
そ
う
で
す
が
、
な
ぜ
そ
れ
を
？
」

兵
士
「
白
銀
の
騎
士
は
、
か
つ
て
、
こ
の
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
で
も
世
話
に
な
っ
た

英
雄
だ
よ
」

横
臥
「
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
ね
、
ほ
う
、
や
っ
ぱ
す
ご
い
な
、
白
銀
の
騎
士
は
。
」

兵
士
「
通
っ
て
い
い
ぞ
」

炎
那
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
～
す
」

横
臥
達
は
、
門
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
そ
こ
は
、
子
供
達
が
、
わ
い
わ
い
遊
び
、

大
人
達
は
お
酒
を
飲
み
あ
っ
て
い
た
。

美
貴
「
す
ご
い
ね
ぇ
～
。
」

横
臥
「
お
！
、
剣
売
っ
て
る
！
、
見
に
行
こ
う
ぜ
、
炎
那
」

炎
那
「
わ
か
っ
た
。
あ
！
、
盾
も
あ
る
じ
ゃ
ね
え
か
」

ド
ス
ン
！

美
貴
「
い
た
っ
」

子
供
「
う
、
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
」

美
貴
「
ち
ょ
っ
と
、
大
丈
夫
？
」

ぶ
つ
か
っ
た
子
は
、
１
０
歳
く
ら
い
で
、
男
の
子
だ
っ
た
。
額
に
は
、
少
し
傷

が
つ
い
て
い
た
。
服
は
、
茶
色
い
古
着
で
、
ホ
ー
ム
レ
ス
み
た
い
だ
っ
た
。
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子
供
「
す
、
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。
」

美
貴
「
傷
が
あ
る
か
ら
、
手
当
て
し
よ
う
か
。
」

美
貴
は
、
救
急
箱
か
ら
、
応
急
処
置
セ
ッ
ト
を
取
り
出
し
、
子
供
の
額
の
手
当

を
し
た
。

子
供
「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

美
貴
「
よ
か
っ
た
、
あ
、
君
の
名
前
は
？
」

子
供
「
利
樹
で
す
。
」

と
し
き

美
貴
「
利
樹
君
か
～
。
夢
と
か
あ
る
の
？
」

利
樹
「
白
銀
の
騎
士
に
な
り
た
い
で
す
」

美
貴
「
私
達
も
そ
う
よ
。
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
の
英
雄
だ
か
ら
ね
」

利
樹
「
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
か
ら
来
た
人
な
ん
だ
ぁ
～
。
旅
し
て
る
の
？
」

美
貴
「
う
ん
。
」

利
樹
「
じ
ゃ
あ
、
仲
間
に
入
れ
て
？
」

美
貴
「
え
？
、
で
も
、
親
は
？
」

利
樹
「
い
な
い
。
」

美
貴
「
そ
う
・
・
・
・
。
い
い
よ
、
私
達
は
、
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
の
白
銀
の
騎

士
を
目
指
し
て
る
か
ら
、
利
樹
君
は
、
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
の
白
銀
の
騎
士
ね
。
」

利
樹
「
う
ん
！
。
食
料
も
っ
て
く
る
！
」

美
貴
「
う
ん
。
じ
ゃ
あ
、
私
の
ほ
か
に
も
２
人
の
お
兄
さ
ん
が
い
る
か
ら
、
話

し
て
お
く
わ
ね
。
」

利
樹
「
う
ん
！
」

そ
し
て
、
美
貴
は
、
横
臥
と
炎
那
に
、
利
樹
の
話
を
し
た
。
２
人
は
、
大
賛
成

だ
っ
た
。

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

利
樹
「
お
姉
ち
ゃ
～
ん
」

美
貴
「
（
そ
う
だ
、
名
前
教
え
て
な
か
っ
た
わ
）
こ
っ
ち
こ
っ
ち
ぃ
」

横
臥
「
こ
の
子
が
、
利
樹
君
か
。
自
己
紹
介
す
る
か
。
俺
、
横
臥
」

炎
那
「
俺
炎
那
」

美
貴
「
私
美
貴
」

利
樹
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」
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横
臥
、
炎
那
「
よ
ろ
し
く
な
」

美
貴
「
よ
ろ
し
く
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
続
く
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第
２
話
　
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
と
言
う
都
市
　
そ
し
て
、
１
人
の
子
供
（
後
書
き
）

感
想
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
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第
３
話
　
利
樹
の
親

俺
た
ち
４
人
は
、
利
樹
を
、
横
臥
の
馬
に
乗
せ
て
、
旅
を
し
て
い
た
。

横
臥
「
な
ぁ
、
利
樹
、
な
ん
で
親
い
な
い
ん
だ
？
」

利
樹
「
僕
の
お
母
さ
ん
は
、
本
当
は
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
で
生
ま
れ
て
い
て
、
お

父
さ
ん
も
そ
う
だ
っ
た
」

美
貴
「
そ
う
な
の
。
」

利
樹
「
僕
の
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
は
、
貧
乏
で
、
家
も
な
か
っ
た
ん
だ
。
そ

し
て
、
お
金
も
な
い
の
に
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は
旅
し

て
い
た
ん
だ
。
僕
以
外
全
員
。
僕
は
、
親
戚
の
家
に
引
き
取
ら
れ
た
ん
だ
」

美
貴
「
ひ
ど
い
わ
！
」

炎
那
「
お
父
さ
ん
の
名
前
は
？
」

利
樹
「
え
、
え
と
、
カ
ザ
ー
ロ
・
・
・
。
」

美
貴
、
炎
那
、
横
臥
「
カ
、
カ
ザ
ー
ロ
！
？
」

利
樹
「
知
っ
て
る
の
？
」

横
臥
「
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
の
白
銀
の
騎
士
よ
！
」

利
樹
「
そ
う
な
ん
だ
・
・
・
。
」

美
貴
「
ま
だ
、
生
き
て
る
け
ど
会
い
た
い
？
」

利
樹
「
あ
、
会
い
た
い
け
ど
・
・
・
。
」

炎
那
「
ち
ょ
っ
と
ま
て
よ
、
レ
ム
ク
レ
イ
ス
っ
て
女
だ
っ
た
よ
な
？
」

利
樹
「
お
か
あ
さ
ん
っ
！
？
」

美
貴
「
お
母
さ
ん
な
の
？
」

横
臥
「
だ
か
ら
、
あ
ん
な
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
し
て
た
の
か
。
」

美
貴
「
（
う
わ
ぁ
、
シ
ル
ニ
ア
仲
間
は
ず
れ
ジ
ャ
ン
）
」

炎
那
「
じ
ゃ
あ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
？
」

利
樹
「
シ
ル
ニ
ア
・
・
・
。
」

美
貴
「
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
の
白
銀
の
騎
士
全
員
、
利
樹
の
家
族
な
の
ぉ
！
」

炎
那
「
そ
れ
は
驚
き
！
」

横
臥
「
何
年
間
あ
っ
て
な
い
ん
だ
？
」
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利
樹
「
１
０
年
間
」

美
貴
「
利
樹
、
何
歳
？
？
」

利
樹
「
１
５
」

美
貴
「
（
背
ち
っ
ち
ゃ
）
」

横
臥
「
ス
ト
レ
ス
で
、
あ
ま
り
背
伸
び
な
か
っ
た
ん
だ
な
。
」

炎
那
「
テ
ィ
ル
コ
ネ
イ
ル
に
帰
っ
て
、
利
樹
の
顔
見
せ
る
か
、
白
銀
の
騎
士
に
」

利
樹
「
い
い
の
！
？
」

美
貴
「
私
た
ち
も
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
る
し
ね
」

横
臥
、
炎
那
「
お
う
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
続
く
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第
４
話
　
旅
の
途
中

タ
ッ
タ
ッ
タ
・
・
・
・
。

ギ
ャ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

利
樹
「
な
、
何
の
声
？
」

美
貴
「
敵
の
よ
う
だ
わ
！
」

横
臥
「
利
樹
、
そ
の
服
じ
ゃ
ち
ょ
っ
と
危
な
い
し
、
武
器
も
ね
え
か
ら
、
こ
れ
、

着
替
え
た
り
し
て
ろ
！
」

横
臥
が
利
樹
に
渡
し
た
の
は
、
少
し
大
き
い
黒
い
鎧
と
兜
と
、
輝
く
片
手
剣
と

銅
の
盾
だ
っ
た
。

利
樹
「
お
、
重
い
な
ぁ
」

炎
那
「
あ
い
つ
は
な
ん
だ
？
」

美
貴
「
モ
ン
ス
タ
ー
図
鑑
で
見
て
み
る
わ
！
」

パ
ラ
パ
パ
ラ
パ
ラ
パ
ラ
。
。
。
。

美
貴
「
わ
か
っ
た
わ
。
ド
ス
フ
ロ
ギ
ィ
よ
！
、
あ
い
つ
毒
ふ
く
の
よ
！
　
小
さ

い
の
も
毒
ふ
く
か
ら
！
」

炎
那
「
ち
っ
、
小
さ
い
や
つ
ま
で
！
」

横
臥
「
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
だ
ぜ
！
」

美
貴
「
利
樹
君
！
」

利
樹
「
な
、
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

美
貴
「
調
合
で
き
る
か
し
ら
？
」

利
樹
「
ち
ょ
、
調
合
な
ら
！
」

美
貴
「
ド
ス
フ
ロ
ギ
ィ
の
毒
に
か
か
る
と
、
１
分
は
う
け
て
い
な
き
ゃ
だ
め
で
、

あ
る
程
度
の
場
合
死
ん
で
し
ま
う
の
。

だ
か
ら
、
解
毒
薬
作
っ
て
ほ
し
い
の
！
」

利
樹
「
あ
の
、
解
毒
薬
な
ら
、
何
個
か
あ
る
の
で
、
今
は
コ
レ
使
っ
て
く
だ
さ

い
！
」

美
貴
「
あ
り
が
と
う
！
」

利
樹
「
が
ん
ば
ん
な
き
ゃ
！
」
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炎
那
「
う
っ
、
つ
え
え
な
！
」

横
臥
「
あ
の
毒
食
ら
っ
た
ら
や
べ
ぇ
な
！
」

ド
ス
フ
ロ
ギ
ィ
「
ギ
ャ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
」

炎
那
「
美
貴
！
、
弓
で
あ
の
、
口
の
下
の
あ
の
袋
、
膨
ら
ん
だ
と
き
に
弓
を
打

っ
て
く
れ
！
、
あ
れ
が
毒
袋
ら
し
い
！
」

美
貴
「
分
か
っ
た
わ
！
」

利
樹
「
美
貴
さ
ん
！
、
１
０
個
で
き
ま
し
た
！
」

美
貴
「
あ
り
が
っ
。
。
。
。
。
」

横
臥
「
美
貴
危
な
い
！
」

利
樹
「
（
く
そ
！
）
お
ら
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

利
樹
が
投
げ
た
の
は
、
横
臥
が
貸
し
た
剣
だ
っ
た
。

ド
ス
フ
ロ
ギ
ィ
「
ギ
ャ
オ
ッ
」

見
事
に
、
剣
は
、
ド
ス
フ
ロ
ギ
ィ
の
足
だ
っ
た
。

横
臥
「
ナ
イ
ス
だ
、
利
樹
！
」

利
樹
「
う
、
う
ん
っ
」

炎
那
「
横
臥
！
美
貴
！
や
ろ
う
！
ま
ず
毒
袋
を
美
貴
や
っ
て
く
れ
！
、
横
臥
と

俺
は
、
胴
体
を
切
る
！
利
樹
！
、
手
空
い
て
い
た
ら
、
美
貴
の
援
護
頼
む
！
」

横
臥
「
鎧
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
小
型
ナ
イ
フ
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
や
れ
！
、
美
貴

を
頼
む
！
」

利
樹
「
わ
、
わ
か
り
ま
し
た
！
」

ド
ス
フ
ロ
ギ
ィ
は
手
も
足
も
動
か
ず
、
た
だ
、
血
が
飛
ぶ
だ
け
だ
っ
た
。

横
臥
「
最
後
だ
！
　
お
ら
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

ド
ス
フ
ロ
ギ
ィ
「
グ
オ
ッ
」

利
樹
、
横
臥
、
炎
那
「
よ
っ
し
ゃ
ぁ
！
」

美
貴
「
や
っ
た
！
」

炎
那
「
日
が
暮
れ
る
ま
で
に
い
こ
う
か
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
く



13

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

白銀ノ騎士
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